
富士の介の IHNVに対する感受性試験 

 

小澤 諒・三浦正之 

 

山梨県水産技術センター忍野支所（以下，当支所）ではこれまでに付加価値の高い新たな地域特産魚としてニ

ジマス Oncorhynchus mykiss 雌とマスノスケ O. tshawytscha 偽雄を交配した全雌異質三倍体魚（以下，富士の介）

を作出し，成長等の特性を調べてきた 1-8)。さらに，2017 年及び 2018 年の秋には実際の養殖現場における飼育特

性を評価するための現地実証試験として，県内の養殖業者 7 経営体に対し富士の介の発眼卵を配布した。  

一方，サケ科魚類の魚病においては，特に伝染性 血器壊死症（IHN）による被害が甚大であり，経営者に多

大な損失を招くなど防疫上の課題となっている 9-11)。これを受け，前報 12)においては富士の介の IHN ウイルス

（IHNV）に対する感受性についてニジマス及びマスノスケと比較し，富士の介はニジマスよりも IHN に対する

抗病性が優れた種苗である可能性が示唆された。 

本試験では富士の介の IHNに対する抗病性に関してさらに知見を深めるため，前報 12)とは異なる2株を使用し，

それぞれの感受性についてニジマス及びマスノスケと比較したので結果を報告する。 

 

材料及び方法 

供試ウイルス 

当県の民間養魚場で飼育されていたヤマメ（平均体重 7.1 g）から 2016 年 6 月に分離した YFTV1607 株（実験

Ⅰとする）及び，同じく当県の民間養魚場で飼育されていたニジマス（平均体重 9.3 g）から 2016 年 5 月に分離

した YFTV1603 株（実験Ⅱとする）を使用した。それぞれの株において攻撃実験に用いるウイルス液を作製す

るため，EPC 細胞を 175 cm2プラスチックフラスコにて 20 ℃で培養後，供試ウイルスを接種し，その後 15 ℃

で培養した。そして細胞変性（以下，CPE）が細胞全体に広がったところでフラスコごと-80 ℃で凍結し，その

後急 解凍したものを試験に供した。なお，試験供試前にEPC 細胞を用いて各ウイルス液の力価を TCID50法に

より測定した。 

 

供試魚 

当支所で 2018 年 10 月に作出し，それぞれ FRP 製の餌付け水槽で飼育された富士の介，全雌ニジマス 3n 及び

全雌マスノスケ 3n を用いた。これらの三倍体魚の作出法については既報に準じた 1,3)。 

実験Ⅰにおいては2019年4月3日に各魚種の供試魚を選別した。体重はニジマス及びマスノスケが2.7±0.1 g，

富士の介が 2.7±0.2 g（平均±標準偏差，以下，平均±SD）だった。また，実験Ⅱにおいては 2019 年 5 月 17 日に

各魚種の供試魚を選別した。体重は 3 魚種ともに 4.0±0.2 g（平均±SD）だった。なお，各供試魚選別前の約 1

週間は 3 魚種の給餌率を合わせた。 

   

試験方法 

ウイルス攻撃は，初めに供試魚を 5.4 %の塩水に 2 分間浸漬し，続いてウイルス原液を懸濁させた井水に 15

分間浸漬する方法で行い，実験Ⅰを 2019 年 4 月 4 日，実験Ⅱを 2019 年 5 月 20 日に実施した。ウイルス液の濃

度は実験Ⅰ及び実験Ⅱで各々106.05TCID50/mL 及び 105.8TCID50/mL とした。なお，これらの浸漬処理はそれぞれ同 
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一の発 スチ ール内で 3 魚種同 に行った か，浸漬液は ーを用いて した。また，塩水及びウイル

ス液浸漬 の水 は，実験Ⅰでは各々12.2 ℃及び 13.0 ℃であり，実験Ⅱでは各々13.4 ℃及び 14.2 ℃であった。

浸漬後の供試魚は水 12.5 ℃の井水を約30 mL/sで け した プ ン製のコン 槽に魚種別に し，

21 日間飼育 した。なお給餌は 行った か，死 魚があった場合はその 度 り上 体別にウイルス

分離した。ウイルス分離には ， 及び を用い，EPC 細胞または RT -2 細胞に接種後 CPE の から

IHN による死 か かを した。 

 

及び  

初めに，実験Ⅰで使用した YFTV1607 株による攻撃実験での 死 はニジマスで も多く 21 日間の飼

育 間 に 25 の死 が された。一方で，富士の介の死 は 1 の であり，マスノスケに関しては死

が られなかった。ニジマスの 死 率は 83.3 %となり， 2 魚種よりも に高かった（   0.01，Fis r s 

ac  s ， 1， 1）。 

同 に，実験Ⅱで使用した YFTV1603 株による攻撃実験においても 死 はニジマスが 15 と も多

かった一方で，富士の介の死 は 2 の であり，マスノスケに関しては死 が られなかった。ニジマスの

死 率は 50.0 %となり，実験Ⅰと同 に 2 魚種よりも に高いとい 結果になった（   0.01，Fis r s 

ac  s ， 2， 2）。 

死 魚の 特 として IHN 特 の症 である眼 出 体 が された。またこのよ な 症

が現れた 体はその後 2 日 度で死 する にあったが，飼育 間の後 になる どこの は れ，

症 が出たまま 日間 した 体 飼育 間 日まで した 体もあった。一方解 所見としては の

が られた 体が多かったものの， 出血等の特 な症 を した 体はごくわ かだった。また実

験Ⅰに関しては，攻撃日から死 日までの間 が い死 魚 ど 及び内 に特 の症 が られない 体が

多かったことから，急性 な死 であると られた。なおウイルス分離の結果，実験Ⅰ，Ⅱともに全死 魚か

ら IHNV 特 の CPE が されたため全て IHN による死 と した。 

現 ，ニジマス養殖場における病害の で IHN による被害は も大きいものの一つであるが 9-11)，本試験に供

した IHNV の 2 株について富士の介はニジマスよりも感受性が いことが分かった。 

 

 

1 実験Ⅰの試験結果（YFTV1607 ヤマメ 株，攻撃濃度 106.05 TCID50/mL） 

体重の は平均±SD 

0.01（Fis r s ac  s ）  

 

 

 

 

 

魚種 体重 g) 供試 死 死 率 %)

ニジマス 2.7 ± 0.1 30 25   83.3

富士の介 2.7 ± 0.2 30 1 3.3

マスノスケ 2.7 ± 0.1 30 0 0
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1 実験Ⅰにおける攻撃後の 死 率の  

 

 

2 実験Ⅱの試験結果（YFTV1603 ニジマス 株，攻撃濃度 105.8 TCID50/mL） 

    体重の は平均±SD 

S 0.01（Fis r s ac  s ）  

 

 

2 実験Ⅱにおける攻撃後の 死 率の  

 

魚種 体重 g) 供試 死 死 率 %)

ニジマス 4.0 ± 0.2 30 15   50.0

富士の介 4.0 ± 0.2 30 2 6.7

マスノスケ 4.0 ± 0.2 30 0 0
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富士の介においては 後ますますの養殖 産の 大が される一方で，その抗病特性について知見を め

ていく がある。特にサケ科魚類の養殖場において IHNによる被害は甚大であることから，前報 12)では富士

の介の IHNVに対する感受性についてニジマス及びマスノスケと比較した。その結果，IHNV攻撃後の 死

率はニジマスで に高く 23.3 %となった一方で，富士の介及びマスノスケでは死 が られなかったため，

富士の介はニジマスよりも IHNに対する抗病性に優れている可能性が示唆された。しかし，試験に供した IHNV

株は県内養殖場で飼育されていたニジマス の 1 株の であったため，多 性があり株によって病 性が異

なることで知られる IHNV に対する富士の介の感受性について知見を深めるにはさらなる試験を重 る が

あった。そのため本試験では前 と異なる県内養殖場 の IHNV株 2株を供試することとし， 1株はヤ

マメから分離された株を用いて攻撃試験を実施した。その結果， 供試株について富士の介の死 率はニジマ

スよりも に く，魚種 養殖場の を わ IHNに対する抗病性に優れている可能性が示唆された。ま

た，マスノスケに死 が られなかったことから，富士の介は IHNに対する抗病性についてマスノスケの性質

を く したものと された。 

IHNVは 1950年 から の ニ ケ及びマスノスケでその が知られるよ になり，日本では 1970年に

の ニ ケ及び メマスで初めて され，その後全 のニジマス及び マスに した 11,15)。県内に

おいても IHNは各地のマス類養殖場に し，種苗の初 の たる となっている。一方で メマスの

IHN による被害については なくとも 年は されていない。このことから，現 までに県内の IHNV 株が

養殖 産 の多いニジマス 一 マスの に対し い病 性を示すものに変異した可能性があり 15)，これ

らの株は 対に メマス マスノスケといった養殖 産 の ない種苗に対しては病原性が いのかもしれな

い。 

また，2017年から された富士の介の現地実証試験を ても，富士の介の IHNによる死 率はニジマスと

比較して に いとい 報告を受けており，本試験の結果を支 する となっている。 後富士の介の養殖

が 大される で，各養殖場における IHNV 株の病 性 により死 率は変 すると られるが

9-10,16)，現 では富士の介に 定した大 死 が こる可能性は いであろ 。ただし，現地実証試験におい

ても IHNによる富士の介の死 は かつ死 率は いものの報告されている か，本試験においても多

の死 が されたため， 後このよ な IHNV 株が富士の介に 性を示すものに変異する可能性も

られる。さらに，全 で れ マスノスケに い病 性を示す IHNV 株が する可能性があり，それらは富

士の介に対しても同 の病 性を示す れがあるため，養殖場においては からの種苗 を 力 けるな

ど，新たな 株の IHNVを まないことが重 になってくるだろ 。 

富士の介に対してはこれまでに，各々異なる養殖場 のニジマス分離株 2株，ヤマメ分離株 1株の 3株

で IHNV の攻撃実験を実施してきた。そしてその全てにおいて富士の介の感受性はニジマスと比較して に

かった。このことから富士の介は IHNに対し優れた抗病性を つと られ，養殖場において初 が

なく 産を行い すい種苗であることが示唆された。さらに，初 を ることで飼 ス 力の

にも がることから，経営 においても優れた魚種になることが される。 

 

 

1. 富士の介の IHN に対する抗病性に関する知見を る で，ニジマス及びマスノスケを比較対 とし攻撃試

験を実施した。 

2. 供試ウイルス株はヤマメ 株及びニジマス 株とし，攻撃濃度は各々106.05 TCID50/mL及び 105.8 TCID50/mL 

とした。 
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3. ヤマメ 株における 死 率はニジマスが 83.3 %であったのに対し，富士の介は 3.3 %，マスノスケでは

死 が られ ，ニジマスの 死 率が に高かった。 

4. ニジマス 株における 死 率はニジマスが 50.0 %であったのに対し，富士の介は 6.7 %，マスノスケで

は死 が られ ，ニジマスの 死 率が に高かった。 

5. 攻撃試験の結果から富士の介は IHN に対する抗病性についてニジマスよりも優れている可能性が示された  

か，現地実証試験においても IHN による大 被害の はなく，本試験の結果を支 している。 

6. 富士の介は IHN に対する抗病性に優れている可能性が高いと られ，養殖する上で まりが く  

産を行い すい種苗になることが される。 
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